
会議議事録 

 

会 議 名 2017 年度 第 3回学校関係者評価委員会 

開 催 日 時  平成 30年 3月 10日（土） 10時 00分～11時 00分 

会 場 彰栄保育福祉専門学校本館 会議室 

参 加 者 

外 部 

委 員 

児島 康夫 川越キングス・ガーデン 理事 

山本 慎介 わかたけかなえ保育園  園長 

鈴木 一伸 二ツ橋あいりん幼稚園 副園長 

阿川 裕孝 小・中学校校長 OB 

内 部 

委 員 

帆苅 猛、加藤 啓、桐原明子、 

芦野 裕一、根本 亮 

欠席者 齋藤 洋子 彰栄学園 評議員・卒業生 

配布資料 ・退学・除籍者一覧表 

会議録 

1．理事長挨拶 

・来年度の委員の継続をお願いした。 

 

2．委員長のあいさつ 

 

3．退学者・在学者数の推移（根本） 

・2017 年度現在までの退学率について説明された。前年度以前と比べ

て退学率が減少していることが報告された。 

 

4．学生カウンセラーの状況について（加藤） 

・2017 年度の学生カウンセラーの相談件数、主な相談内容について説

明された。相談内容は様々であるが、相談に来る学生に退学者は少な

く、退学に至った学生は相談に来ていなかった傾向がある。 

・学生相談室は、教科担当や事務とは別に、学生が相談しやすい存在と

して設置している。学生が自ら学生カウンセラーに相談することによ

って、自律心を育てることをも目的としている。 

 

5．委員からの質疑、意見等 

・退学の主な理由は何か？（阿部） 

・主な理由は進路変更である。家庭状況や学力的な理由が多い。（加藤） 



・進路を良く考えての退学であれば、退学あってしかるべきと考えられ

る。（鈴木） 

・家庭の問題をかかえている学生もいる。学校ですべてを解決できるわ

けではないか、学校が居場所となるような工夫が大切である。（児島） 

・学籍番号の近い学生が退学しやすいという現状があるとすれば、その

対策は何か考えられるか？（山本） 

・以前は、保育・介護コースの学生の学籍番号を最初にまとめていたが、

2016 年度入学生から 3クラスにばらしている。保育・介護コースに

退学が多い年もあったが、そのようなことはなくなった。（桐原） 

 

6. その他 

・来年度の日程は、後日調整する。 

 

 


